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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和1年6月13日(2019.6.13)

【公開番号】特開2018-152195(P2018-152195A)
【公開日】平成30年9月27日(2018.9.27)
【年通号数】公開・登録公報2018-037
【出願番号】特願2017-46396(P2017-46396)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ   3/40     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/03     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ    3/40     　　　Ａ
   Ｂ６０Ｈ    1/03     　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｈ    1/22     ６１１Ｃ

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月8日(2019.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水が流入する流入管（７０）と当該水が流出する排出管（７１）との間に、熱交換部（
２０）として、内部に当該水が分配して流れ、かつ所定の隙間を有して積層された複数の
配管（２１）と、
　前記複数の配管の前記隙間に配置され、電力の供給に基づき発熱する発熱素子（３０）
と、
　前記熱交換部及び前記発熱素子を内部に収容するとともに、前記熱交換部の前記複数の
配管のうち積層方向の最端の配管と熱伝導可能に接触する接触部（４４）を有するケース
（４０）と、
　前記ケースの前記接触部と熱伝導可能に設けられた電子部品（８１，８２，８３）と、
　前記熱交換部側から、前記最端の配管と前記接触部とを押し付ける押し付け部材（５０
）と、を備える
　電気ヒータ装置。
【請求項２】
　前記接触部は、前記ケースのうち前記流入管の貫通孔（４２）と前記排出管の貫通孔（
４３）との間にある側壁（４１）に相当する部分から、前記ケースの内部に向かって突出
するように形成されるとともに、前記熱交換部における水の流れ方向の最も上流側の部分
の前記最端の配管と接触するように配置されている
　請求項１に記載の電気ヒータ装置。
【請求項３】
　水が流入する流入管（７０）と当該水が流出する排出管（７１）との間に、熱交換部（
２０）として、内部に当該水が分配して流れ、かつ所定の隙間を有して積層された複数の
配管（２１）と、
　前記複数の配管の前記隙間に配置され、電力の供給に基づき発熱する発熱素子（３０）
と、
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　前記熱交換部及び前記発熱素子を内部に収容するとともに、前記熱交換部の前記複数の
配管のうち積層方向の最端の配管と熱伝導可能に接触する接触部（４４）を有するケース
（４０）と、
　前記ケースの前記接触部と熱伝導可能に設けられた電子部品（８１，８２，８３）と、
を備え、
　前記接触部は、前記ケースのうち前記流入管の貫通孔（４２）と前記排出管の貫通孔（
４３）との間にある側壁（４１）に相当する部分から、前記ケースの内部に向かって突出
するように形成されるとともに、前記熱交換部における水の流れ方向の最も上流側の部分
の前記最端の配管と接触するように配置されている
　電気ヒータ装置。
【請求項４】
　前記電子部品は、
　前記接触部に複数設けられ、
　前記接触部には、
　複数の前記電子部品のそれぞれが設けられている部分の間にスリット（１００，１０１
，１０２）が形成されている
　請求項１～３のいずれか一項に記載の電気ヒータ装置。
【請求項５】
　前記電子部品には、
　前記発熱素子の駆動回路を構成するスイッチング素子（８１）が含まれている
　請求項１～４のいずれか一項に記載の電気ヒータ装置。
【請求項６】
　前記電子部品には、
　温度センサ（８２，８３）が含まれている
　請求項１～４のいずれか一項に記載の電気ヒータ装置。
【請求項７】
　前記接触部において前記熱交換部が接触する部位のうち、前記熱交換部における水の流
れ方向の最も上流側の部分が接触する部位を第１接触部位（Ｐ１）とし、前記熱交換部に
おける水の流れ方向の最も下流側の部分が接触する部位を第２接触部位（Ｐ２）とすると
き、
　前記温度センサは、
　前記接触部における前記第１接触部位に近接した部分に設けられる第１温度センサ（８
２）と、
　前記接触部における前記第２接触部位に近接した部分に設けられる第２温度センサ（８
３）と、からなる
　請求項６に記載の電気ヒータ装置。
【請求項８】
　前記接触部は、
　前記熱交換部と接触する部分に熱伝導性部材（９０）を有している
　請求項１～７のいずれか一項に記載の電気ヒータ装置。
【請求項９】
　前記接触部は、
　前記電子部品が設けられる部分に熱伝導性部材（９１）を有している
　請求項１～８のいずれか一項に記載の電気ヒータ装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
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　上記課題を解決する電気ヒータ装置は、複数の配管（２１）と、発熱素子（３０）と、
ケース（４０）と、電子部品（８１，８２，８３）と、押し付け部材（５０）と、を備え
る。複数の配管は、水が流入する流入管（７０）と当該水が流出する排出管（７１）との
間に、熱交換部（２０）として、内部に当該水が分配して流れ、かつ所定の隙間を有して
積層されている。発熱素子は、複数の配管の隙間に配置され、電力の供給に基づき発熱す
る。ケースは、熱交換部及び発熱素子を内部に収容するとともに、熱交換部の複数の配管
のうち積層方向の最端の配管と熱伝導可能に接触する接触部（４４）を有する。電子部品
は、ケースの接触部と熱伝導可能に設けられる。押し付け部材は、熱交換部側から、最端
の配管と接触部とを押し付ける。
　また、上記課題を解決する他の電気ヒータ装置は、複数の配管（２１）と、発熱素子（
３０）と、ケース（４０）と、電子部品（８１，８２，８３）とを備える。複数の配管は
、水が流入する流入管（７０）と当該水が流出する排出管（７１）との間に、熱交換部（
２０）として、内部に当該水が分配して流れ、かつ所定の隙間を有して積層されている。
発熱素子は、複数の配管の隙間に配置され、電力の供給に基づき発熱する。ケースは、熱
交換部及び発熱素子を内部に収容するとともに、熱交換部の複数の配管のうち積層方向の
最端の配管と熱伝導可能に接触する接触部（４４）を有する。電子部品は、ケースの接触
部と熱伝導可能に設けられる。接触部は、ケースのうち流入管の貫通孔（４２）と排出管
の貫通孔（４３）との間にある側壁（４１）に相当する部分から、ケースの内部に向かっ
て突出するように形成されるとともに、熱交換部における水の流れ方向の最も上流側の部
分の最端の配管と接触するように配置されている。
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